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４
月

日
24

日
25

日
26

日
28

５
月
３
日

７
日

８
日

９
日日

12
日
14

担
当
者
活
動
部
部
会 

委
員
会　

例
会 

ま
な
び
ばLight

研
修
会 

広
報
室
会
議 

ま
な
び
ば
研
修
会
（
～

日
） 

27

学
修
ス
タ
ッ
フ
初
回
者
研
修
会（
～

日
） 

27

教
祖
百
四
十
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り 

大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

学
修
部
部
会 

学
生
会
委
員
総
会
（
～
５
日
） 

ま
な
び
ば
研
究
室
会
議 

委
員
会 

担
当
者
活
動
部
部
会 

教
祖
百
四
十
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り 

大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

高
校
の
部
研
究
室 

人
材
育
成
部
部
会 

学
生
連
絡
会 

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議 

事
務
局
連
絡
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

《
立
教

年
４
月

日
～
５
月

日
》

188

16

15

---------------------------------------------------------------------------------

・
西
宮　
　

６
月

日

時

分
～　

 

大
教
会 

23

11

50

・
八
木 

６
月

日

時

分
～ 

大
教
会 

24

11

30

・
神
崎　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

24

12

   

去
る
４
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
４
月

25

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。 

37

88
 

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】 

・
朝
倉　
　

４
月

日　

大
教
会　

 

15勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向　

名
200

・
甲
府　
　

４
月

日　

大
教
会　

 

22
置
田
善
道
委
員
出
向　

名
70

・
岡
山　
　

４
月

日　

大
教
会　

 

23
越
智
久
輝
委
員
出
向　

名
120

・
網
干　
　

４
月

日　

大
教
会　

 

23
藤
原
親
蔵
委
員
出
向　

名
70

・
櫻
井　
　

４
月

日　

大
教
会　

 

24
置
田
善
道
委
員
出
向　

名
170

 

《
立
教

年
４
月

日
付
》 

188

25

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
久
松
晋
一
郎
（
愛
知
） 

・
平
野
総
吉
（
大
阪
） 

・
平
瀬
孔
水
（
沖
縄
） 

・
永
井
崇
教
（
神
奈
川
） 

・
勝
矢
元
和
（
熊
本
） 

・
甲
藤
大
健
（
高
知
） 

・
岸
田
貴
史
（
埼
玉
） 

・
福
島
正
時
（
島
根
） 

・
赤
松
康
平
（
富
山
） 

・
岡
澤
朋
範
（
長
野
） 

・
池
田
恒
治
（
広
島
） 

・
曽
根
﨑
直
人
（
福
岡
） 

・
牛
坂
直
之
（
福
島
） 

・
中
西
元
一
（
三
重
） 

・
寺
田
太
平
（
宮
崎
） 

・
尾
浦
浩
郎
（
和
歌
山
） 

 

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
松
村
正
生
（
髙
安
） 

・
小
見
山
甚
賀
（
佐
野
原
・
龍
王
） 

・
上
田
時
弘
（
岡
・
表
時
） 

・
阿
部
理
生
（
西
海
・
九
豊
） 

---------------------------------------------------------------------------------

昨
年
の
学
修
高

校
の
部
。
私
は
１
年

生
の
ス
タ
ッ
フ
を
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
中

で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事

が
あ
る
。
そ
れ
は
１
年
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
山
場
と
な
る
班
内
感
話
で
の
出

来
事
だ
。
真
柱
様
、
奥
様
が
ご
巡
視

く
だ
さ
る
中
、「
俺
は
天
理
教
が
嫌
い
」

と
い
う
こ
と
を
話
し
た
生
徒
が
い
た
。

一
瞬
ヒ
ヤ
ッ
と
し
て
真
柱
様
の
表
情

を
横
目
で
う
か
が
う
と
、
と
て
も
温

か
い
ま
な
ざ
し
で
彼
の
話
を
聞
い
て

お
ら
れ
、
安
心
す
る
と
と
も
に
温
か

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

　

ち
な
み
に
彼
が
天
理
教
を
嫌
う
理
由

は
、
悪
い
こ
と
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
り
、

良
い
こ
と
が
起
き
た
た
り
し
た
時
に

は
、
神
様
の
お
か
げ
と
言
わ
れ
る
が
、

自
分
の
頑
張
り
も
あ
る
は
ず
な
の
に
、

全
て
神
様
の
お
か
げ
と
言
わ
れ
、
自
分

自
身
の
頑
張
り
を
認
め
て
く
れ
な
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
彼
の
話
を
聞

い
て
、
ま
ず
は
そ
の
人
の
努
力
を
認
め

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に

銘
じ
た
。 

そ
ん
な
彼
が
学
年
お
別
れ
会
の
時
、

生
徒
を
代
表
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
な
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
て
く
れ
た
。
「
自
分
は
真
柱
様

の
目
の
前
で
、
俺
は
天
理
教
が
嫌
い
と

言
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
否
定
す
る
人
、

怒
る
人
な
ん
て
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん

し
、
真
柱
様
も
温
か
い
目
で
見
守
っ
て

く
れ
ま
し
た
。カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
も
、

そ
う
言
う
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
よ
ね
と

肯
定
し
て
く
れ
ま
し
た
。
俺
は
こ
の
貴

重
な
学
修
と
い
う
機
会
で
、
い
ろ
い
ろ

な
す
て
き
な
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
人
に
優
し
く
接
し
て
、
こ
ん
な

笑
顔
で
温
か
い
家
族
の
よ
う
な
人
た
ち

が
、
他
の
ど
こ
に
い
る
で
し
ょ
う
か
。

天
理
教
に
つ
い
て
は
ま
だ
理
解
し
に
く

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
自

令和 7年 学生担当委員会 活動方針 
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」

----------------------------------------------------------------------
担
当
者
活
動
部　

部
長

越
智　

久
輝

分
は
天
理
教
の
優
し
い
人
た
ち
が
大
好

き
で
す
。」 

若
者
の
信
仰
に
対
す
る
反
発
や
葛

藤
は
付
き
物
で
あ
る
。
自
分
も
同
じ
よ

う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ま

ず
は
そ
の
素
直
な
思
い
を
受
け
止
め
て

も
ら
う
こ
と
が
、
信
仰
に
対
し
て
前
向

き
な
気
持
ち
に
切
り
替
わ
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
だ
と
思
う
。 

お
ぢ
ば
で
開
催
さ
れ
る
学
修
は
、
た

す
け
て
や
り
た
い
と
い
う
親
神
様
、
ご

存
命
の
教
祖
の
親
心
を
直
接
か
け
て
い

た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
成
人
に
必
要

な
出
会
い
や
経
験
を
与
え
て
い
た
だ
け

る
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。 

今
年
の
夏
も
、
学
修
高
校
の
部
が
開

催
さ
れ
る
。
そ
ん
な
特
別
な
学
修
を
一

人
で
も
多
く
の
高
校
生
が
体
験
で
き
る

よ
う
、
共
々
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

「 

天 

理 

教 

が 

嫌 

い 
 

」

!?
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 教　区 日　時 会　場 責 任 者 連 絡 先
 

香川
6 月 7 日 13 時～ 

8 日 15 時
教務支庁 奥村純一郎 087-821-4640

 
新潟 6 月 8 日 9 時～16 時 教務支庁 加藤天平 025-244-0418

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

期
日
：
立
教

年
６
月

日 

188

25

時
間
：

時

分
受
付　

時
開
始 

15

30

16

会
場
：
教
庁
４
階
講
堂 

  

直
属 

・
本
芝　
　

６
月
５
日

時
～　
　

 

大
教
会 

12

・
都　
　
　

６
月
７
日

時

分
～　

 

大
教
会 

13

50

・
愛
静　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

20

12

・
上
之
郷　

６
月

日

時

分
～　

 

大
教
会 

21

11

30

・
紀
陽　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

21

12

・
西
海　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

21

17

・
西
成　
　

６
月

日　
　

 
 

大
教
会 

22

・
鎮
西　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

22

11

・
双
名
島　

６
月

日

時

分
～　

 

大
教
会 

22

11

30

・
岐
美　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

22

12

・
中
津　
　

６
月

日

時

分
～　

 

大
教
会 

22

12

30

・
防
府　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

22

18

・
郡
山　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

23

10

・
中
野　
　

６
月

日

時

分
～　

 

大
教
会 

23

10

30

・
蒲
生　
　

６
月

日

時
～　
　

 

大
教
会 

23

11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3

青　

空 

　

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
で
３
年
数
カ
月
勤

め
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
っ
た
、

そ
ん
な
勤
務
生
活
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
驚
い
た
こ
と
は
、
学
担
の
皆
さ

ん
は
学
生
の
た
め
に
ど
こ
ま
で
も
尽
く
し
て
く

だ
さ
る
方
々
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
行
事

中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
も
、
行

事
開
催
に
至
る
ま
で
の
会
議
や
準
備
な
ど
、
ま

だ
名
前
も
顔
も
知
ら
な
い
学
生
の
た
め
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
そ
の
姿
は
、
私

に
と
っ
て
目
標
で
し
た
。
こ
ん
な
に
も
人
の
た

め
に
尽
く
す
方
た
ち
と
同
じ
環
境
で
過
ご
せ
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
の

財
産
と
な
り
ま
し
た
。 

　

今
後
は
学
担
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
人
の
た
め
に
尽
く
せ
ら

れ
る
よ
う
、
少
し
で
も
目
標
の
姿
に
近
づ
け
ら

れ
る
よ
う
、
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

学
生
担
当
委
員
会　

局
員　

髙
田
昭
徳

---------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------

天
理
教
学
生
会
で
は
、
５
月
３
日
か
ら
５
日
の
２
泊
３
日
に
わ
た

り
、
第
７
・
８
・
９
母
屋
を
主
な
会
場
に
「
第
六
十
二
期
天
理
教
学

生
会
委
員
総
会
」
を
開
催
し
、
総
勢

名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

122

（
教
区

団
体

名
、
直
属

団
体

名
、
ス
タ
ッ
フ

名
） 

21

58

12

21

43

１
日
目
は
、
「
天
理
教
学
生
会
会
則
第
三
条
」
や
「
道
の
学
生
成

人
目
標
」
、「
諭
達
第
四
号
」
に
焦
点
を
当
て
て
話
し
合
い
、
学
生
会

員
と
し
て
何
を
心
が
け
る
べ
き
か
、
ま
た
、
年
祭
活
動
の
最
中
で
ど

う
い
っ
た
心
遣
い
や
行
い
が
成
人
に
つ
な
が
る
か
、
具
体
的
に
実
践

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
去
る
３
月

日
に
開
催
し
ま
し
た
「
立
教
百
八
十
八

28

年 

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
式
典
に
て
真
柱
様
か
ら
頂
戴
し
た

お
言
葉
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
振
り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
こ
と

を
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
担
当
委
員
会
本
部
ス
タ
ッ
フ　

福

家
恵
美
子
さ
ん
に
よ
る
講
話
や
、
ひ
の
き
し
ん
の
実
践
を
行
っ
た
上

で
、
第
六
十
二
期
天
理
教
学
生
会 

武
田
直
也
委
員
長
よ
り
「
優
し

い
心
を
持
つ
こ
と
や
人
だ
す
け
を
み
ん
な
で
実
践
し
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
今
期
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。 

３
日
目
は
、
東
右
第
一
棟
に
て
活
動
方
針
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
真
っ
す
ぐ
な
意
見
、
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。
質
疑
応
答
の
中
で
武
田
委
員
長
は
、
今
期
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

　

「
第
六
十
二
期
天
理
教
学
生
会
委
員
総
会
」
開
催
報
告　

 

「
第
六
十
二
期
天
理
教
学
生
会
活
動
方
針
」 

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
、 

み
ん
な
が
人
を
た
す
け
て
、 

笑
顔
に
な
る
学
生
会 

一
、
み
ん
な
で
優
し
さ
の
連
鎖
を
作
ろ
う 

○
優
し
い
心
で
感
じ
る 

○
優
し
い
心
で
伝
え
る 

 

一
、
心
明
る
く
陽
気
な
姿
に
な
ろ
う 

○
お
道
の
教
え
を
学
び
、
実
践
す
る 

○
ひ
の
き
し
ん
を
す
る 

○
お
つ
と
め
を
す
る 

る
「
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
、
み
ん
な
が
人
を
た
す
け
て
、
笑
顔
に

な
る
学
生
会
」
に
つ
い
て
、
「
優
し
さ
の
連
鎖
を
つ
く
る
こ
と
、

心
明
る
く
陽
気
な
姿
に
な
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
っ
た

旨
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
活
動
方
針
は
議
決
の
結
果
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
立
派
な
よ
う
ぼ
く
へ
と
成
人
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
決
意
し
、
今
期
の
委
員
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

「学生の集いまなびば」６月開催一覧

 


